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●詳細技術事項等のお問合せは
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三菱電機スイッチギヤ ラインナップ

三菱密閉形複合絶縁スイッチギヤ
12／24kV HS-X
地球環境にやさしい「脱SF6ガス」
絶縁設計。
12／24kV系統の受変電設備に適用。
真空遮断器（VCB）を収納し
定格電流1250A、遮断電流25kA
まで可能。

三菱高圧MS形スイッチギヤ
MP形リレー搭載でさらに省力化、
信頼性を向上。
真空遮断器（VCB）を収納。
定格電流630A～4000A、
遮断電流12.5kA～40kAまでの
幅広いレンジでの適用が可能。
遮断器は2段積みまで可能。

三菱FF式受配電設備
前面メンテナンス構造の
薄型キュービクル。
真空遮断器（VCB）を収納。
定格電流600A、
遮断電流8A～12.5kAまで可能。
遮断器は3段積みまで可能。

三菱B形コントロールセンタ
先進のディジタル技術の結晶
EMC-B形マルチコントローラを搭載。
更に伝送システムと組み合わせた
高度情報化MCCを実現。
短絡保護には、MCCBを適用。

コントロールセンタ
更新ガイダンス
コントロールセンタにも寿命があり
ます。経年劣化による事故発生を
未然に防ぎ、設備の信頼性を高める
ための更新計画を提案いたします。

高圧コントロールセンタ
更新ガイダンス
高圧コントロールセンタにも寿命が
あります。経年劣化による事故発生を
未然に防ぎ、設備の信頼性を高める
ための更新計画を提案いたします。

三菱高圧真空遮断器
VF-8D／13Dシリーズ
使いやすさと安全性を追求した
環境保全型VCB。
定格電圧3.6kV／7.2kVに適用。
遮断容量8～12.5kAまで可能。
定格電流400A～630A。

JNEB-SL-0135-I

三菱ＬＳＨ－Ｂ形
高圧コントロールセンタ
真空コンタクタ（ＶＭＣ）を収納。
ＪＥＭ1225　Ｍ5級に標準対応。
3ｋＶ系は最大4段積み可能。
外部操作機構も対応可能。



スイッチギヤは、塵埃・温度・湿度・腐食性ガス等の外部環
境要因及び通電による発熱などの内部環境要因により劣
化し、進行すると故障に至ります。
「今の状態はどれぐらい悪くなっているのか？」そして
「どこまで悪くなれば放電を発生し始めるのか？」MT法診
断では、「イオン量」などの化学的データを用いて劣化度
を総合的に分析するため、湿度による影響を受けずに劣
化度を正確に診断する事ができます。
高精度劣化診断手法の確立と放電しきい値※4の明確化
により「このスイッチギヤの絶縁物は、あと○○年で寿命
となります」と余寿命年数を定量的に推定し、設備の安全
を守るお手伝いを致します。

現地での測定は少数の作業員（１チーム２名程度）で
非常に簡単に測定できます。

例）高圧盤10面、測定80点で約６時間
　お客様の定期点検作業と並行して実施できます。

スイッチギヤの事故・故障の要因は、メカの動作不良や制御機器の
不具合など様々ありますが、41.6％もの事故が短絡・地絡・漏電など、絶
縁物の劣化が原因とされています。（出典：JEMA「産業事故における電
気設備の影響に関する調査研究」H18より）
しかし、絶縁物の劣化は
五感（異音・異臭など）で判
断する事は大変に難しく、
昨日まで動いていた設備
が、突然に短絡・地絡・漏電
などの事故を起します。

従来の劣化診断は「絶縁抵抗（メガー）測定」や「放電ノイズ測定」などが
ありました。しかし、これらの電気的手法による診断は測定時の天候に大きく
影響されます。
特に劣化が進んだ状態であるほど湿度の影響は顕著となり、晴れた日に測定
して大丈夫であっても、雨が降った日は急に悪くなる…という事がよくあります。
これは右グラフのように、湿度の違いにより表面抵抗値が変わるからです。
MT法診断では、測定時の周囲環境（湿度）の影響を全く受けません。

このスイッチギヤはまだ大丈夫ですか？

今までの劣化診断方法で満足されていますか？

劣化診断・余寿命推定 早見表 （2013年2月測定の場合の結果例　1988年製スイッチギヤ　経過年：25年）

診断内容・診断作業上の注意
●診断対象材質はエポキシ・フェノール・ポリエステルの有機絶縁物です。ゴムや磁器製の
絶縁物は診断できません。
●余寿命推定は現在のところは公称電圧440V～77kV（交流回路）が印加される気中絶縁
　スイッチギヤの機器絶縁物を推定可能です。（66、77kVは当社製のみ対象）
●余寿命は短絡ではなく放電発生までの時間をみております。また、数値は絶対値では
　なく推定値であり、保障するものではありません。
●診断対象は経年劣化した設備を対象としており、納入から20～30年以上経過した設備と
なります（20年未満の設備に適用する場合は要相談）。

●診断する湿度は、基本的に日本でありえる最高湿度100％での結果となります。
●本技術は絶縁物の表面劣化を診断する技術です。絶縁物内部の劣化はみておりません。
●現地の測定では停電が必要となります。停電・接地作業や復旧作業はお客様に手配して
頂く必要があります。
●測定箇所のカバー類の取外しや遮断器を筺体の外まで引き外す作業につきましても
　お客様にて実施して頂く必要があります。
●絶縁物以外にも劣化する機器類がありますので、本結果を踏まえた上で総合的に更新
などの計画をお考えください。

特別高圧盤

MT法診断
測定対象例

イオン付着量測定測定キット 色彩測定

ガス遮断器

真空遮断器

磁気遮断器

気中遮断器

低圧遮断器

低圧スイッチギヤ

母線支持板

負荷開閉器および断路器

導体支持碍子

母線支持板・導体支持板

ユニット

D形ブッシング
※66～77kVについては
　三菱製のみ対応です。

コントロールセンタ

母線支持板・導体支持板

高圧スイッチギヤ 高圧遮断器

あらゆるスイッチギヤに対応可能です

測定方法 絶縁物表面のイオン付着量と色彩を測定
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設備の老朽化が要因である事故・故障の内容
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「あと何年？」余寿命を定量的に推定

短絡 11.9％ 地絡・漏電 29.7％

破損・焼損 31.1％
その他 9.5％
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急激に劣化が進み、
事故確率が急激に
高まります
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※トランスやMCCBは現在のところ
　対象外です。

5桁の差

品質工学を用いた高精度劣化診断

設備の思わぬ故障を未然に防ぎ、
安全でスムーズな更新が容易になりました。
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《特許番号：特許第4121430号》
2007年 特許取得

2008年 澁澤賞※2受賞

●寿命
測定箇所 湿度 表面抵抗値 余寿命 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027
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絶縁ロッド

モールドフレーム
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左側 100％

母線支持板
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中段 100％
下段 100％
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筺体滷
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１次側 100％
２次側 100％

絶縁ロッド

モールドフレーム
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50.1MΩ／□
33.1MΩ／□

58.9MΩ／□
56.2MΩ／□

338.8MΩ／□
251.2MΩ／□
102.3MΩ／□

21.4MΩ／□

28.2MΩ／□
22.4MΩ／□

46.8MΩ／□
44.7MΩ／□

275.4MΩ／□
169.8MΩ／□
102.3MΩ／□

16.2MΩ／□

1.3年
0.5年

9.7年
8.8年
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12.3年
11.4年

0.2年

0.9年
0.4年

8.0年
7.2年

14.0年
11.8年
9.8年

－0.2年

遮断器の寿命 母線支持板の寿命 導体支持碍子の寿命

2011年 第60回
電機工業技術功績者表彰※3
ものづくり部門 優秀賞 受賞

※1：MT法とは「マハラノビス・タグチシステム」と呼ばれる、品質工学の多変量解析／パターン認識手法です。
※2：澁澤賞は日本の電気保安行政の基礎を築いた故澁澤元治博士の功績を記念して制定され、㈳日本電気協会から電気保安に優れた業績を上げた個人・グループに贈られる賞です。
※3：重電機器・白物家電機器の両分野で新製品・新技術などの優れた成果を挙げた功績者を表彰するもの（主催JEMA）であり、対象表彰は、当社の受配電システム製作所の技術者が
　　  受賞しました。

※4：しきい値とは「現象が起きるために必要な最小の刺激値」のことです。
　　  ここでは使用電圧で放電が発生する表面抵抗値を表しています。
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